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サブファミリーに属するタンパク質をコードすることがわかった。 Whole mount in situ
hybridization による発現解析から、切断後、プラナリア fgf は頭部再生に伴う幹細胞増
殖領域で一過的に発現することがわかった。また、その発現パターンは、 ERKシグナル経路
による正の制御、 Wnt/ß-catenin シグナル経路による負の制御によって形成されることも
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氏は、世界で初めてプラナリア fgf 遺伝子の存在を報告した。さらには、プラナリア fgf
は頭部再生に伴う幹細胞の増殖亢進領域で一過的に発現すること、 ERK シグナル経路はそ







また、令和 2 年 10 月 23 日、論文内容およびこれに関連する事項について諮問を行った結
果、合格と判定した。




